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新 しい注射用セフェム系抗生物質cefluprenamを 耳鼻咽喉科領域感染症患者11例(急 性扁桃炎2例,

扁桃周囲炎2例,扁 桃周囲膿瘍4例,慢 性 中耳炎の急性増悪1例,慢 性中耳炎1例,口 腔底蜂窩織炎1

例)に 本剤1回1～2gを1日 朝 ・夕2回(1症 例のみ1日1回)点 滴静注 した。 その結果,脱 落の1

例を除き,著 効2例,有 効5例,無 効3例 で有効率は70%で あった。細菌学的効果は,起 炎菌の消長が

明確な6例 よ り分離された6株 の うち,Pseudomonas aeruginoSa 1株 を除き,す べて除菌 され,菌 消失

率は83.3%で あった。副作用は嘔気が1例 にみられ,臨 床検査値異常 としてGOTの 上昇が1例GOT

・GPT の上昇が1例 にみられた。
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Cefluprenam (CFLP) は新たに開発 された半合成の注

射用セファロスポ リン系抗生剤で, Staphylococcus aur-

eusを 含 むグ ラム陽性菌 な らび に Pseudomonas aer-

uginosaを 含むグラム陰性菌に対 して広範囲な抗菌 スペ

クトルを有 している。また各種 β-lactamaseに 対 し安定

しており,本 酵素産生株にも抗菌作用を示す1～4)

今回我々は,耳 鼻咽喉科領域の感染症に対 し本剤を投

与し,各 疾患における臨床効果,分 離菌別の細菌学的効

果および本剤の安全性について検討 した。

対象疾患は,急 性扁桃炎2例,扁 桃周囲炎2例,扁 桃

周囲膿瘍4例,慢 性 中耳炎の急性増悪,慢 性中耳炎,口

腔底蜂窩織炎各々1例 の計11例 であった。

対象症例は18歳 から66歳 までの男性5例,女 性6例

であった。投与量および投与方法は1回1～291日2

回(1症 例のみ1日1回)静 脈内点滴投与であ り,投 与

期間は1～8日 間(平 均4.6日)で,総 投与量は0.5～16

g(平 均9.69)で あった(Table 1)。

臨床効果については臨床症状,検 査所見の推移 などを

総合的に勘案 して主治医の判断により,著 効,有 効,や

や有効,無 効の4段 階で判定 した。

安全1生については副作用,臨 床検査値の異常変動の有

無について本剤 との因果関係を検討 した。

全症例の臨床成績の一覧をTable 1に 示す。臨床効果

は脱落の1例 を除き,慢 性中耳炎の急性増悪,慢 性中耳

炎,口 腔底蜂窩織炎各々1例 が無効で 残 り7例 はいず

れ も有効以上の効果が得 られ,有 効率は70%で あった。

細菌学的効果は,起 炎菌の消長が明確な6例 において

グラム陽性菌2株,グ ラム陰性菌3株,嫌 気性菌1株 が

分 離 され, P.aeruginosa 1 株 を 除 き,す べ て 除 菌 さ れ,

菌消失率は83.3%で あった。

副作用は嘔気が1例 にみられ,臨 床検査値異常 として

GOTの 上昇が1例,GOT・GPTの 上昇が1例 にみ られ

た。

新 しい注射用セフェム系抗生物質であるCFLPは,S.

amusを 含むグラム陽性菌,Paeruginosaを 含むグラ

ム陰性菌および嫌気性菌に対 し,幅 広い抗菌スペ クトル

と強い抗菌活性を持ってお り1-4)耳鼻咽喉科領域感染症

において も優れた効果が期待 される薬剤である。実際我

々の検討においても,11症 例から検出された分離菌の う

ち,消 長の明確な6株 中5株 が除菌された。存続 したP

aeruginosa 1株 は,MICが3.13μg/mlで あったが中

耳炎の病態が重症であったこともあり,臨 床効果 も無効

であった。しか し,耳 鼻咽喉科領域全体の検討結果4)によ

るとPaemginosaに ついては12株 中8株 が消失 して

お り,高 い消失率が認められている。

以上の結果か ら,本 剤は耳鼻咽喉科領域感染症に対し

て有用性の高い薬剤であると考えられた。
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Table 1.Clinical efficacy of cefluprenam

N.F.:normal flora

Table 2.Efficacy of cefluprenam classified by clinical diagnosis

cephalosporin with a broad antibacterial spectrum.

Antimicrob Agent Chemother 36: 1894•`1901, 1992

Table 3.Bacteriological response of cefluprenam

4)  熊 澤 浮 一, 島 田 馨: 第42回 日本 化 学 療 法 学 会 総 会,

新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム, cefluprenam(E 1077), 福 岡, 1994



VOL.43 S-4 CefluPrenamの 耳鼻 咽喉科 領 域感 染症 に 対す る臨 床的検 討 439

Clinical studies on cefluprenam in the treatment of infections

in the otorhinolaryngological field

Toshimitsu Kobayashi,Shigeshiro Kumagai,Masako Ishidoya,

Yukiko Takahashi,Tomonori Takasaka

Department of Otorhinolaryngology,Tohoku University School of Medicine

1-1 Seiryo-cho,Aoba-ku,Sendai 980,Japan

Satomi Endo

Department of Otorhinolaryngology,Yamagata Municipal Hospital Saiseikan

We investigated the clinical efficacy of cefluprenam (CFLP),a new cephalosporin,in 11 patients with

otorhinolaryngological infections (2 cases of acute tonsillitis,2 cases of acute peritonsillitis,4 cases of acute

peritonsillar abscess,1 case of acute exacerbation of chronic otitis media,1 case of chronic otitis media,1
case of phlegmon of oral floor).CFLP was administered in a dose of 1 or 2 g,once or twice a day by drip
infusion.The clinical response evaluated in 10 patients was excellent in 2,good in 5,poor in 3,and the
efficacy rate was 70%.The bacteriological eradication rate was 83.3% in 6 cases.As for adverse reaction,
nausea was observed in one patient.In laboratory findings,there was elevation in GOT in one case,and an
elevation in GOT and GPT in one case were observed.


